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全
国
に
誇
れ
る  

＝
特
集
＝

菌
床
キ
ノ
コ
の
産
地
へ

Voice 移住就農者の声ボイス

「
し
ご
と
」
は
菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
。

移
住
就
農
を
支
援
し
ま
す

「形・厚さ・大きさ」全国基準の品質
「富士ソフト企画・西会津しいたけファーム」が生産した菌床シイタケが、
全国で２，０００人以上の生産者が加盟する「全国サンマッシュ生産協議会」
の全国大会で３年連続金賞となり、特別賞の最上位となる賞を受賞しました。
また、同大会では、ほかにも町内の生産者が入賞しています。
　町内産のキノコは、こうした全国規模の品評会でも高く評価され、県内の
スーパーや首都圏の市場から多くの出荷要望が寄せられ
ています。こうした要望に対応できる生産量にするため、
生産規模の拡大が喫緊の課題となっています。
写真＝西会津しいたけファームでの菌床シイタケ栽培の
様子。奥が事業所を取り仕切る高久一志さん。

菌床栽培用パイプハウスリース事業
７００万円以上といわれる菌床栽培用のパイプハウスを
町が年額約 16 万円で生産者に貸し付ける事業。リース
期間は 12 年間で、その後は無償で貸し付けています。

現在整備中の菌床培養施設（２月９日撮影）

雪
国
で
も
出
来
る

農
業
で
冬
場
の
所
得
確
保

　

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
は
、
栽
培
用

の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
や
菌
床
購

入
費
な
ど
の
初
期
投
資
が
か
さ
む

こ
と
に
加
え
、
栽
培
技
術
の
習
得

の
た
め
一
定
期
間
の
研
修
が
必
要

な
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
規
就
農
が

難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
平
成

21
年
度
よ
り
菌
床
栽
培
用
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
を
開
始
し
、

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
に
取
り
組
み
や

す
い
環
境
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
ま
で
に
、
ハ
ウ
ス
25

棟
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
４
基
を
９
戸
の

農
家
と
２
つ
の
法
人
に
貸
し
付

け
、
菌
床
キ
ノ
コ
の
生
産
規
模
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
だ
市
場
か
ら
の
需
要
に
応
え

ら
れ
る
ほ
ど
の
生
産
量
は
確
保
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
町
の
菌
床

シ
イ
タ
ケ
は
品
質
が
高
く
評
価
さ

れ
、
他
の
産
地
と
比
較
し
て
も
高

値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
分
な
研
修
を
積
み
、
し
っ
か

り
と
し
た
技
術
を
身
に
着
け
れ

ば
、
雪
国
で
も
農
業
で
冬
場
の
所

得
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
と
移
住

　

平
成
28
年
度
に
は
、
２
人
の
移

住
者
が
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
関
係

菌
床
培
養
施
設
を
整
備
し
て

品
質
向
上
・
収
量
安
定

　

培
養
と
は
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生

産
工
程
の
う
ち
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌

を
オ
ガ
粉
の
塊
（
菌
床
）
に
行
き

わ
た
ら
せ
る
工
程
で
す
。

　

１
年
間
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産

の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
菌
床
の
培

養
の
時
期
と
シ
イ
タ
ケ
を
発
生
さ

せ
る
時
期
が
少
し
の
間
重
複
す
る

た
め
、
個
人
で
培
養
を
行
う
場

合
、
ハ
ウ
ス
を
効
率
的
に
利
用
で

き
ず
、
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

他
地
域
の
大
規
模
な
産
地
同

様
、
町
に
も
菌
床
の
培
養
施
設
が

あ
れ
ば
、
生
産
者
は
発
生
に
向
け

た
管
理
に
全
力
を
傾
け
る
こ
と
が

で
き
、
良
質
な
シ
イ
タ
ケ
を
安
定

的
に
生
産
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
町
で
は
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
菌
床

培
養
施
設
を
整
備
し
、
町
内
の
農

事
組
合
法
人
に
運
営
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
約
４
０
，
０
０
０
菌
床
を
こ

の
施
設
で
培
養
す
る
こ
と
が
で

き
、
生
産
者
は
発
生
用
の
ハ
ウ
ス

を
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
培
養
が
画

一
的
に
進
め
ら
れ
る
の
で
、
現
在

の
生
産
量
と
比
較
し
て
３
割
以
上

の
生
産
量
の
増
加
と
品
質
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
菌
床
生
産
と
培
養
を
一

体
的
に
実
施
で
き
る
本
町
の
シ
イ

タ
ケ
生
産
拠
点
が
西
林
地
内
に
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
の
目

指
す
「
菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
大
規
模

産
地
化
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が

一
歩
前
進
し
ま
す
。

の
「
し
ご
と
」
に
就
き
ま
し
た
。

家
族
を
含
め
る
と
８
人
が
移
住
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
に
は
菌
床
キ
ノ
コ
栽

培
研
修
中
の
移
住
者
や
、
研
修
が

終
わ
り
就
農
し
た
移
住
者
が
複
数

い
ま
す
。
こ
の
「
し
ご
と
」
が
町

に
移
住
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
場

合
も
あ
り
、
取
り
組
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
が
町
へ
の
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

町
の
支
援
が
充
実

初
め
て
で
も
始
め
や
す
い

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培

　
「
移
住
し
て
就
農
し
た
い
」「
就

農
し
た
い
が
冬
期
間
の
収
入
が
不

安
」
と
い
っ
た
相
談
が
毎
年
数
件

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
と
き
に
は
、
町

役
場
農
林
振
興
課
の
担
当
者
と
喜

多
方
農
業
普
及
所
の
担
当
者
を
交

え
、
移
住
や
就
農
に
関
す
る
話
し

合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
話
し
合
い
の
中
で
、

町
の
支
援
が
充
実
し
、
冬
期
間
に

も
収
入
が
見
込
め
る
菌
床
キ
ノ
コ

栽
培
が
、
初
め
て
の
人
に
と
っ
て

も
取
り
組
み
や
す
く
、
選
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　平成 28 年に神奈川県から西会津町に移住しました。現在は菌床キノコ

栽培の研修中で、三留弘法さんにお世話になっています。就農するきっか

けとなったのは、「西会津町は菌床キノコ栽培に力を入れていて、支援も

充実しているからやってみないか」と伯母に声を掛けられたことです。そ

れまではＩＴ関連の仕事をしていて、農業とはあまり縁がありませんでし

た。初挑戦の農業、初体験のキノコ栽培は、やってみて初めて分かること

がたくさんありました。そんなとき、役場の人が思った以上に相談に乗っ

てくれたので、とても助かりました。「農作物を育てる」ということは、

育てる楽しみがある反面、やり直しがきかないという緊張感があります。

今年の６月に研修が終わるので、そこからが自分にとっての本番。自分に

できる範囲を見極めながら、頑張ってみたいと思っています。

育てる楽しみがある反面、やり直しがきかない
という緊張感があります。

根本  大
だいすけ

輔さん
（平成 28 年に神奈川県から移住）
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特集  全国に誇れる菌床キノコの産地へ

イ
ム
で
は
働
け
な
い
人
に
と
っ
て

は
、
無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
働
け
る
と
い
っ
た
利
点
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
は
法
人
と

し
て
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
取
り

組
む
「
農
事
組
合
法
人
会
津
き
の

こ
工
房
」
と
「
株
式
会
社
富
士
ソ

フ
ト
企
画
」
が
あ
り
、
こ
の
２
社

は
、
今
後
の
規
模
拡
大
に
よ
り

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
以
外
で
の
雇
用

創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
と
雇
用

　

個
人
で
の
菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
は

家
族
を
労
働
力
と
す
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
、
繁
忙
期
だ
け
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

雇
用
さ
れ
る
側
と
し
て
は
収
入
が

安
定
し
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
中
の

主
婦
で
あ
っ
た
り
、
複
数
の
仕
事

を
掛
け
持
ち
し
て
い
た
り
、
病
気

や
介
護
な
ど
の
理
由
で
フ
ル
タ

生
産
規
模
拡
大
と
通
年
栽
培
で

雇
用
を
創
出
し
、
信
頼
さ
れ
る
産
地
に

求
め
ら
れ
る
通
年
栽
培

　

従
業
員
を
雇
用
す
る
と
、
当
然

で
す
が
賃
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
冬
期
間
の
キ

ノ
コ
栽
培
だ
け
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
進
地
で
あ
る
大
規
模
な
産
地

で
は
、
収
入
を
確
保
し
雇
用
を
継

続
す
る
た
め
、
夏
で
も
収
穫
で
き

る
よ
う
夏
向
き
の
品
種
を
栽
培
し

た
り
、
冷
房
設
備
を
導
入
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
本
町
に
も
冷
房
設

備
を
導
入
し
て
い
る
生
産
者
は
い

ま
す
が
、
人
数
が
少
な
く
、
夏
場

は
生
産
量
が
不
足
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

１
年
を
通
じ
て
良
質
な
シ
イ
タ

ケ
を
安
定
供
給
で
き
る
「
信
頼
さ

れ
る
産
地
」
に
な
り
、
新
た
な
雇

用
を
創
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、

夏
場
の
生
産
体
制
の
強
化
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。

団
地
化
で
通
年
栽
培
を
目
指
す

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
に
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
１
か
所
に

５
棟
の
菌
床
栽
培
用
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
を
整
備
す
る
「
団
地
化
事
業
」

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
５
棟
中
３

全
国
に
誇
れ
る
菌
床
キ
ノ
コ
の
産
地
へ

　

町
単
独
事
業
の
菌
床
栽
培
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

リ
ー
ス
事
業
や
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を

活
用
し
た
菌
床
培
養
施
設
整
備
、
林
野
庁
の
事
業

を
活
用
し
た
団
地
化
事
業
な
ど
、
町
で
は
菌
床
キ

ノ
コ
の
大
規
模
産
地
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
計

画
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
取

り
組
み
な
が
ら
、
生
産
者
個
々
の
技
術
向
上
も
支

援
し
、
５
年
以
内
に
、
現
在
の
シ
イ
タ
ケ
類
の
年

間
販
売
額
で
あ
る
約
１
億
円
を
３
倍
に
ま
で
伸
ば

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
こ
の
大
規
模
産
地
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
新
規
就
農
者
な
ど
の
移
住
・
定
住

に
つ
な
が
り
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す
る
効
果

に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
家
族
を
含
め
て
30
人
以

上
の
人
口
増
を
目
指
し
て
お
り
、
10
世
帯
が
移

住
・
定
住
し
て
20
人
が
雇
用
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
に
移
住
し
て
キ
ノ
コ
関
連
の
「
し
ご
と
」
に
就

い
て
い
る
６
世
帯
と
合
わ
せ
る
と
、
30
人
規
模
の

事
業
所
を
誘
致
し
た
の
と
同
じ
効
果
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

豊
富
な
森
林
資
源
と
い
う
地
域
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
就
農
や
栽
培
に
関
す
る
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
、
全
国
に
誇
れ
る
菌
床
キ
ノ
コ
の
産
地

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

↑ シイタケの選別作業を行う富士ソフト企画・西会津
しいたけファームの高久香織さん。社員としてフル
タイムで働いています。

写真＝会津きのこ工房の菌床生産作業の様子。
ここで生産された約10万個のキノコ栽培用菌床
は、秋の収穫時期まで各生産者のハウスで温度
や湿度などの管理が行われます。

棟
に
は
断
熱
材
と
冷
房
機
器
を
導

入
し
、
通
年
栽
培
が
可
能
な
施
設

と
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て

菌
床
キ
ノ
コ
を
栽
培
す
る
こ
と
が

で
き
、
収
入
を
得
る
仕
組
み
が
整

う
と
と
も
に
、
施
設
を
運
営
す
る

法
人
に
よ
る
正
規
雇
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
の
研

修
施
設
と
し
て
の
役
割
も
期
待
で

き
、
研
修
後
の
独
立
に
よ
る
町
全

体
の
生
産
規
模
拡
大
が
見
込
ま

れ
、
大
規
模
産
地
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
が
加
速
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　　　　　県独自の農業生産

　　　　　工程管理（Ｆ
エフギ ャ ッ プ

ＧＡＰ）

　　　　　の認証第１号

野原勇一さん（上小島）

　生産工程を一つ一つ確認し、消費者が

求める「安心・安全」な農産物を生産す

るため、県では独自の基準を設け、基準

を満たした生産者を認証しています。

　町内の農事組合法人・会津きのこ工房

では、この認証を目指し、研修会などを

開催してきました。その結果、野原勇一

さんが第１号となる認証を 10 月 17 日

に受けることができました。現在

審査中の生産者もいて、認証生

産者を増やしていく予定です。

　「キノコを含め、農業生産者

全体で認証を受け、産地力を高

めていければ」と話す野原さ

ん。農業に対する熱い思いが

伝わってきます。

Focus 今、注目の農業者フォーカス
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恒
例
の
西
会
津
雪
国
ま
つ
り
が

２
月
10
日
、
11
日
に
さ
ゆ
り
公
園

で
開
か
れ
、
今
年
も
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
に
開
場
と
な
っ
た
10

日
は
、
福
島
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
吹
雪
と
ロ
ッ
ク
の
雪

上
野
外
ラ
イ
ブ
「
ホ
ワ
イ
ト
ス

テ
ー
ジ
」や
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー

チ
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
歳
の

神
、
雪
上
花
火
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夜
空
を
彩
る
雪
上
花
火
と
、

雪
の
上
で
燃
え
上
が
る
歳
の
神
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
が
幻
想
的

な
冬
の
夜
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

雪
国
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
る

11
日
は
、
午
前
10
時
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
、

雪
国
の
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
使
用

し
て
競
い
合
う
「
雪
上
運
動
会
」

や
、
西
会
津
発
の
ジ
ョ
セ
サ
サ
イ

ズ
を
競
技
に
し
た
「
レ
ッ
ツ
ジ
ョ

セ
サ
サ
イ
ズ
」、
今
年
で
第
26
回

を
数
え
る
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

「
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
」、
西

会
津
産
米
や
商
品
券
、
ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
る

フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
「
大
抽
選

会
」
が
特
設
雪
だ
る
ま
ス
テ
ー
ジ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
目
的
広
場
で
は
毎
年

大
人
気
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
車

体
験
が
で
き
る
「
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
ラ
ン
ド
西
会
津
」
が
、
さ
ゆ
り

公
園
管
理
棟
で
は
昔
遊
び
や
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
な
ど
が
楽
し
め

る
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」、
町

　
　

内
の
生
産
者
が
作
っ
た
自
慢

の
加
工
品
が
味
わ
え
る
「
食
べ
て

み
ら
ん
し
ょ
西
会
津
！
漬
物
試
食

コ
ー
ナ
ー
」、
冬
の
健
康
促
進
を

考
え
る
「
冬
の
健
康
管
理
・
食
生

活
改
善
コ
ー
ナ
ー
」
が
、
そ
し
て

体
育
館
で
は
「
福
島
ホ
ー
プ
ス
野

球
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
出
店
コ
ー
ナ
ー
の

「
雪
の
れ
ん
市
＆
う
ま
い
も
ん
ま

つ
り
」
で
は
、
町
内
菓
子
店
の
ス

イ
ー
ツ
が
味
わ
え
る
「
至
福
の
ス

イ
ー
ツ
マ
ウ
ン
テ
ン
」
や
こ
だ
わ

り
の
西
会
津
み
そ
ラ
ー
メ
ン
に
加

え
、
県
内
の
グ
ル
メ
が
会
場
に
集

結
し
、
お
目
当
て
の
「
う
ま
い
も

ん
」
を
求
め
て
買
い
物
客
が
列
を

多
彩
な
「
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
」
を
通
し
て

を
通
し
て

雪
国
西
会
津

雪
国
西
会
津
を
満
喫
満
喫

第 28 回西会津第 28 回西会津

雪国まつり雪国まつり

今までにない今までにない

発見・創造・出会い発見・創造・出会い

Let's ジョセサ
サイズ！

Let's ジョセサ
サイズ！

スウェーデンスウェーデン

トーチ作り体
験

トーチ作り体
験

作
り
ま
し
た
。

　

名
物
の
ジ
ャ
ン
ボ
雪
だ
る
ま
や

滑
り
台
周
辺
で
は
子
ど
も
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
り
、
今

年
も
西
会
津
な
ら
で
は
の
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
見
て
、
体

験
し
て
、
遊
ん
で
、
食
べ
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
雪

国
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
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の
「「
た
の
し
い

た
の
し
い
」」
が

ぎ
ゅ
っ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
２
日
間

と
詰
ま
っ
た
２
日
間
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日本新記録を目指して熱戦！
桐ゲタ飛ばし全国大会
メインイベントの桐ゲタ飛ばし全国大会には、５部門に

計 69 人が出場！日本記録目指して桐ゲタをけり飛ばし

ました。【各部門優勝者】小学生男子の部＝渡部虎
こ

太
た

朗
ろう

さん（西原）、小学生女子の部＝齋藤遥
はるか

さん（尾登）、中

学生男子の部＝目黒碧
あお い

唯さん（柳津町）、一般女子の部

＝小林世
せ な

那さん（会津若松市）、一般男子の部＝上原宏
ひろし

さん（会津坂下町）

雪灯籠・雪像コンクール
町長賞は今年も４町内会に
雪灯籠・雪像コンクールは、今年も町内団

体が製作した力作ぞろいでした。【入賞団体】

町長賞＝４町内会、商工会長賞＝ 10 町内会、

会津よつば農業協同組合長賞＝西田精機株

式会社、森林組合長賞＝野沢地区老人クラ

ブ連絡協議会、福島民報社賞＝群岡地区老

人クラブ連絡協議会、福島民友新聞社賞＝

下野尻自治区

伝統行事・歳の神
今年も寺前自然塾の皆さんの協力により歳の神が行われまし

た。横浜市鶴見区からツアーで訪れた皆さんも大興奮！

野沢宿ミニ雪灯篭まつり
雪国まつりの開催に合わせて、10 町内有志

会の皆さんが町内に雪灯篭を設置し、そば

などの振る舞いやミニライブを行いました。

福島ホープス野球教室
今年もプロの選手に直接指導してもらえる

野球教室を開催しました。

フィナーレイベント「大抽選会」
番号が書いてあるミカンを拾って抽選。１

等の西会津一うまい米１俵は会津若松市の

坂本楓
かえで

さん（右の写真手前）に。

童心に帰って熱中！雪上運動会
踏み俵やむかでスキー、そりを使って競争

し勝敗を競いました。大人も童心に帰って

楽しんでいました。

職人技の会場設営
今年も町建設業組合や除雪作業員の皆さん

が見事な雪だるまステージと滑り台を作っ

てくれました。

威勢のよい鏡開きで雪国まつりが開幕
ふるさと振興推進委員会委員長の薄町長と来賓の皆さんが威

勢よく鏡開きを行い、雪国まつりが開幕。鏡開きの酒は来場

した皆さんに振る舞われました。

盛り上がったホワイトステージ
福島ゆかりのアーティストの皆さんが特設雪だるまステージ

で熱唱。【出演アーティスト】丞神デナー、音速ライン、ひと

りぼっち秀吉ＢＡＮＤ、三浦コースケ、山岡トモタケ＆剛。

埼玉県三郷市のマスコット

キャラクター「かいちゃん」

と町の「こゆりちゃん」も来

場者を楽しませました。

丞神デナーがむかで

スキーに苦しむ参加

者をお助け！

今年も軽快なトークで盛り上げてくれた「ぺんぎんナッツ」の２人

福島ホープス
の選手

の皆さんも出
場！

ひとりぼっち秀吉ＢＡＮＤは、10 日にひとりぼっち秀吉ＢＡＮＤは、10 日に

洋食堂Ｋでインストアライブも開催しました。洋食堂Ｋでインストアライブも開催しました。



慎重に狙いを定め、高得点目指して輪を放つ！

熱戦！町長杯争奪親善輪投げ大会
　２月 16 日、さゆり公園体育館で第 23 回町長杯争

奪親善輪投げ大会が開かれました。

団体　 優勝＝黒沢Ａチーム、準優勝＝上原Ｂチーム、

第３位＝上原Ａチーム・長寿Ａチーム

個人　 最優秀選手賞＝須藤幸子さん（新郷中央Ｂ）、

優秀選手賞＝渡部カツ子さん（黒沢Ｂ）・五十

嵐輝夫さん（下野尻Ａ）

３年生が自分の体験をもとに後輩にアドバイス

西会津高で進路体験発表会
　進路を決めた３年生が後輩の１・２年生に進路実現

までの体験を紹介し、今後の進路決定に役立ててもら

うための行事「進路体験発表会」が２月２日、西会津

高校で開かれました。当日は５人の３年生が約 60 人

の後輩を前に、各 10 分間の持ち時間で４年制大学へ

の進学や就職などについてアドバイスしました。１・

２年生は身近な先輩の話を真剣に聞いていました。

中野区むらおこし実行委員会が参拝客をおもてなし

二年参りで大山祇神社にぎわう
　旧暦の大晦日にあたる２月 15日から元旦の 16日に

かけて、大山祇神社は二年参りに訪れた参拝客でにぎ

わいました。当日は、中野区むらおこし実行委員会の

皆さんが参拝に訪れた皆さんのために会津の伝統行事・

歳の神を行ったほか、年越しそばや餅などを振る舞い

ました。大山祇神社は、２年にわたって参拝すると心

願成就が果たせると古くから言い伝えられています。

　

２
月
９
日
か
ら
11
日
に
か
け
て

沖
縄
県
大
宜
味
村
児
童
生
徒
と
の

冬
季
交
流
事
業
が
行
わ
れ
、
本
町

の
交
流
団
と
大
宜
味
村
の
交
流
団

の
皆
さ
ん
が
７
月
に
沖
縄
県
で
行

わ
れ
た
夏
季
交
流
以
来
、
約
半
年

ぶ
り
に
再
会
し
ま
し
た
。

　

９
日
に
行
わ
れ
た
歓
迎
式
で

は
、
大
宜
味
村
の
児
童
生
徒
ら
が

雪
国
ま
つ
り
で
沖
縄
の
郷
土
芸
能

「
エ
イ
サ
ー
」
を
披
露
す
る
お
返

し
と
し
て
、
西
会
津
小
の
児
童
ら

が
会
津
の
民
謡
「
会
津
磐
梯
山
」

の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
10
日

は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
庭
で
そ
れ
ぞ

れ
交
流
を
深
め
、
11
日
は
雪
国
ま

つ
り
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
雪
国

の
冬
を
思
い
き
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
日
の
午
後
１
時
15
分
か
ら
行

わ
れ
た
お
別
れ
式
で
は
、
本
町
の

児
童
生
徒
を
代
表
し
て
若
林
凛り

り々

子こ

さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
出

会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
、
大
宜
味
村
か
ら
は

仲
原
望の

あ愛
さ
ん
が
「
温
か
く
迎
え

て
も
ら
い
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
３
日
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
別
れ
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

沖
縄
県
大
宜
味
村
児
童
生
徒
と
の
冬
季
交
流
事
業

雪
国
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
友
情
深
め
る

ベトナム大使館から参事官が雪国まつりを訪問 

ベトナムにはない雪国文化を体験
　２月 10 日、駐日ベトナム大使館のグエン スアン 

ティエン参事官・投資促進部長が町長室を訪れ、薄町

長と懇談しました。ティエン参事官が町を訪れたのは

雪国まつりを視察するためで、雪国まつりのオープニ

ングセレモニーにも出席しました。雪上花火や歳の神

などを観覧し、ベトナムにはない雪国の文化を体験し

ていました。写真＝町長室での記念撮影

歓迎の言葉を述べた歓迎の言葉を述べた

塚原塚原蒼蒼
あおいあおい

さんさん
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西会津更生保護協議会から６人が受賞 

福島県更生保護大会で表彰
　昨年11月７日に郡山市で福島県更生保護大会が開か

れ、町内では次の皆さんが表彰されました。更生保護

法人全国保護司連盟理事長表彰＝矢部幸彦さん（宮野）、

佐藤洋子さん（６町内）、東北地方保護司連盟会長表彰

＝岩原稔さん（７町内）、東北地方更生保護女性連盟会

長表彰＝伊勢亀やす子さん（下小島）、佐藤洋子さん（下

小島）、福島保護観察所長表彰＝高濱秀道さん（８町内）

社会科の授業の一環で「情報」について学習

５年生がケーブルテレビを見学
　２月６日、西会津小５年生の皆さんが社会科の授業

の一環で町のケーブルテレビを訪れ、ケーブルテレビ

が導入された理由やケーブルテレビの仕事について学

習しました。（一社）ケーブルネットの大出所長が説

明を始めると、５年生の皆さんは時折メモを取りなが

ら真剣に耳を傾けていました。説明の後には、実際の

機材を使ってアナウンサー体験を行いました。

カローリングで冬場の運動不足を解消！

町民カローリング大会で熱戦
　２月３日、さゆり公園体育館で第８回町民カローリ

ング大会が開かれました。一般の部 18 チーム、小学

生の部３チームの合計 21 チームが熱戦を繰り広げ、

一般の部は「カメチーム」、小学生の部は「松尾３兄

弟チーム」が優勝の栄冠を手にしました。

　町民カローリング大会は、町公民館が冬場の運動不

足解消と世代間交流を目的に毎年開催しています。

交通事故が１件でも減少することを願い

今年１年の町の交通安全を祈願
　１月 28 日、大山祇神社で交通安全祈願祭が行われ

ました。当日は、交通安全団体の関係者など約 50 人

が参加し、宮司による神事の後、各団体の代表者らが

玉串奉
ほうてん

奠を行い今年１年の交通安全を祈願しました。

喜多方地区交通安全協会西会津支部の本間義治支部長

は、「昨年の交通死亡事故ゼロを今年も継続できるよ

う、安全なまちづくりを呼び掛けたい」と話しました。

ジョセササイズで楽しく雪片し

駒沢女子大学の学生が
　　  除雪ボランティア
　駒沢女子大学「アクティ部」の皆さ

んらが２月４日から３日間、本町の小

清水地区などを訪れ、田舎暮らし体験

や除雪ボランティアを行いました。学

生の皆さんは、除雪とエクササイズを

掛け合わせた「ジョセササイズ」を提

唱する日本ジョセササイズ協会の会員

や西会津冨士の郷の皆さんのアドバイ

スを受けながら除雪ボランティアに取

り組み、地域住民と交流しました。

　地域貢献活動を行うアクティ部の皆

さんが本町を訪れるのは今年で４回目

で、参加した学生は「（除雪作業は）

大変だったけれど、また来年も西会津

町を訪れたい」と話していました。

写真提供＝日本ジョセササイズ協会

文化財防火デー合同消防訓練

文化財を火災から守る
　先人が遺

のこ

した貴重な財産を火災から

守るとともに、迅速かつ的確な消防技

術の習得を図るため、１月 28 日に文

化財防火デー合同消防訓練が行われま

した。当日は、観音寺（呼賀）の庫
く り

裏

から出火した火災が強風にあおられ、

本堂への延焼が危ぶまれ始めたという

想定のもと、重要物件搬出訓練や応急

手当訓練、初期消火訓練、消防団・消

防署による放水訓練、消火器と消火栓

の取り扱い訓練などが行われ、町およ

び消防関係機関、呼賀・平明地区の住

民など約 80 人が参加しました。

　薄町長は訓練後の講評で「本日の訓

練を契機に文化財の保護・愛護に取り

組み、予防消防のさらなる充実に努め

てほしい」と呼びかけました。

↑ 写真は２月６日の西会津更生保護協議会全体研修会にて
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　総合計画は、まちづくりを進める上での一番の計画です。まちづくりを

家づくりに例えれば、総合計画は完成予想図や設計書だと思います。家づ

くりでは、工務店や大工さんが住む人の意向を十分に聞いて設計書をつく

り、家を建てます。まちづくりも、そこに暮らす人たちの思いを十分に聞

くことによって、住む人が望む、住みやすい町になっていくと考えます。

　「まちづくり基本条例」では、計画づくりへの町民参加の方法が定めら

れています。「総合計画検討会議」での話し合いをはじめ、「意見公募」や「町

民懇談会」など、さまざまな機会を通して町民の皆さんから「こんな町に

なったらいいなぁ」、「こんな取り組みが必要では？」といった意見をいた

だきたいと思います。

　自分に合った方法で、ぜひ、計画づくりへの参加をお願いします。

　

１
月
24
日
に
第
１
回
西
会
津
町
総
合
計
画
検
討
会
議
が
開
か
れ
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
る
次
期
「
西
会

津
町
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
し
た
７
年
間
の
次
期
総
合

計
画
の
基
本
構
想
と
、
４
年
間
の
前
期
基
本
計
画
の
策
定
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
本
年
12
月
ご
ろ
ま
で
検
討
作
業
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

▲ 代表で委嘱状を受け取る公募委員の

伊藤祐介委員

― 総合計画の期間 ―

総合計画づくりは、町民が町の未来を考える場です。
自分に合った方法で、ぜひ参加をお願いします。

総合計画策定
プロジェクトチーム  主任

企画情報課長　矢部  喜
き

代
よ

栄
え

2019 年 2025 年2020 年 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年
基本構想（７年間）

前期基本計画（４年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

実施計画（３年間）

後期基本計画（３年間）

ま
ち
づ
く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計
画

次
期「
総
合
計
画
」の
検
討
作
業
が
ス
タ
ー
ト

総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
、
町
の
憲
法
に
位

置
付
け
ら
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
で
定
め
ら
れ
た
「
ま
ち

づ
く
り
の
最
も
基
本
と
な
る
計

画
」
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
基
本
構
想
」、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
定
め
る
「
基
本
計

画
」、
そ
し
て
具
体
的
な
事
業
や

実
施
年
度
、
事
業
費
な
ど
を
定
め

る
「
実
施
計
画
」
の
３
つ
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
町
の
将
来
像
と

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
記
さ
れ
た
、
い
わ
ば
ま

ち
づ
く
り
の
設
計
図
の
よ
う
な
も

の
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
の
も
と
、
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
み
ん
な
で
策
定
作
業
を

進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

１
年
前
倒
し
で
策
定

　

現
行
の
総
合
計
画
を
策
定
し
て

か
ら
８
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
現
在
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
人
口

減
少
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の

「
西
会
津
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
取

り
組
み
が
始
ま
る
な
ど
、
町
の
将

来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

伊
藤
祐
介（
徳
沢
）、齋
藤
貴
子（
西

林
東
）、
武
樋
孝
幸
（
大
舟
沢
）、

秦
千
代
栄
（
さ
ゆ
り
が
丘
）、
伊

藤
優
一
（
屋
敷
）、岩
橋
義
平
（
中

町
）、
大
竹
ト
ヨ
子
（
原
）、
大
出

伸
男（
大
久
保
）、小
川
美
農
里（
安

座
）、
折
笠
み
ゆ
き
（
５
町
内
）、

佐
々
木
祐
子
（
上
野
尻
）、
佐
藤

延
子
（
宝
川
）、紫
藤
眞
理
子
（
下

野
尻
）、
杉
原
辰
徳
（
松
尾
）、
鈴

木
百
合
子（
山
口
）、津
川
由
紀（
西

原
）、
仲
川
久
人
（
呼
賀
）、
橋
谷

田
淳
（
２
町
内
）、
長
谷
川
タ
ケ

子
（
下
野
尻
）、
布
施
慶
久
（
５

町
内
）、
星
享
子
（
４
町
内
）、
星

総
合
計
画
検
討
会
議
委
員（
敬
称
略
）

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
時
期

が
す
で
に
到
来
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
現
行

の
総
合
計
画
（
２
０
１
０
﹇
平
成

22
年
﹈
〜
２
０
１
９
﹇
平
成
31

年
﹈）
の
終
了
を
待
た
ず
に
、
１

年
前
倒
し
で
、
平
成
31
年
度
を
初

年
度
と
し
た
７
年
間
の
次
期
総
合

計
画
の
基
本
構
想
と
、
４
年
間
の

前
期
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
の
策
定
方
法

　

30
人
の
町
民
で
構
成
す
る
「
総

合
計
画
検
討
会
議
」
と
、
25
人
の

町
職
員
で
構
成
す
る
「
総
合
計
画

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が

連
携
し
な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め

て
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
６
月
ご
ろ
ま
で
町
の

将
来
像
と
分
野
ご
と
の
方
向
性
を

検
討
し
、
そ
の
後
、
分
野
ご
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
具
体
的
な

内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
11
月
ご
ろ
に
は
意
見
公
募

と
町
民
懇
談
会
を
実
施
し
、
12
月

町
議
会
定
例
会
に
提
案
す
る
流
れ

で
進
め
て
い
き
ま
す
。

敬
介
（
上
野
尻
）、
星
光
輔
（
４

町
内
）、
本
間
義
治
（
西
林
）、
室

賀
英
之
（
萱
本
）、
田
新
一
（
松

尾
）、
八
幡
修
二
（
芝
草
）、
矢
部

佳
宏
（
中
ノ
沢
）、
渡
部
晋
（
縄

沢
）、
渡
部
照
幸
（
黒
沢
）

実施計画は、３年間の
計画を毎年見直し

NNishiaizu　2018・３　2018・３　│　14　1415　15　│　NNishiaizu　2018・３　2018・３



お知らせ
INFOMATION

INFOMATION

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

◆
３
月
町
議
会
定
例
会

　

生
放
送　

午
前
10
時
〜

　

再
放
送　

午
後
６
時
〜

※
開
会
日
未
定

◆
小
・
中
学
校
卒
業
式
の
生
放
送

　

中
学
校　

３
月
13
日
（
火
）

　

小
学
校　

３
月
23
日
（
金
）

※ 

番
組
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
テ
レ
ビ
の
電
子
番
組
表
な
ど

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

☎
45
―
４
４
６
１

　

生
涯
学
習
発
表
会
実
行
委
員
会

で
は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
発
表

と
し
て
生
涯
学
習
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
ど
な

た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
。

◆ 

日
時

　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜　

◆
会
場

　

町
公
民
館
・
大
ホ
ー
ル

◆
出
演
予
定
団
体

◎
野
沢
民
舞
会
（
踊
り
）

◎ 

西
会
津
町
謡
曲
愛
好
会（
謡
曲
）

◎
穂
波
会
（
踊
り
）

◎ 

西
会
津
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
（
社

交
ダ
ン
ス
）

◎ 

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
（
ス
ポ
ー
ツ

民
謡
）

◎ 

子
ど
も
語
り
部（
民
話
昔
語
り
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
公
民
館

　

☎
45
―
３
２
４
４

　

町
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
を
継
続
し
て
も
ら
う
た

め
、
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
カ

月
間
記
録
済
み
で
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
貯
ま
っ
て
い
る
手
帳
を
対

象
に
、
血
圧
計
な
ど
の
健
康
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス

抽
選
会
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

　

３
月
15
日
（
木
）

※ 

記
録
期
間
は
平
成
29
年
４
月
１

日
〜
平
成
30
年
２
月
28
日

◆
対
象
者

　

18
歳
以
上
の
町
民

◆
応
募
方
法

　

３
か
月
間
記
録
済
み
で
１
０
０

ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
ま
っ
て
い
る

「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト

手
帳
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
３
冊
ま
で
応
募
可
能
で
す
。

◆
抽
選
発
表

　

３
月
上
旬
に
抽
選
を
行
い
、
当

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

３
月
の
放
送
案
内

生
涯
学
習
発
表
会

（
芸
能
・
文
化
部
門
）

選
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
で
も
当
選

者
を
発
表
し
ま
す
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
福
祉
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　

過
去
に
集
団
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
を
発
症

し
た
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
給
付
金

の
手
続
き
の
方
法
な
ど
に
関
す
る

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

　

３
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
午
後
３

時
ま
で
）

◆
会
場

　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
（
会
津
若
松

市
）
２
階　

研
修
室
・
和
室

※ 

申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁
護

　

団　

代
表　

足
立
定
夫

　

☎
０
２
５
―
２
２
３
―
１
１
３
０

象
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康

ポ
イ
ン
ト
手
帳
「
ダ

ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
抽
選

会
」
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
「
Ｂ

型
肝
炎
特
別
措
置
法
」

無
料
相
談
会

　北日本上空に強い寒気が入り
込んだ影響で、本町においても
２月 11 日から降雪が続き、13
日未明に積雪量が１５０センチ
メートルに達したことから、町
では同日午前９時に豪雪対策本

２月 13日に豪雪対策本部を設置しました
部を設置しました。屋根の雪下
ろしや除雪作業は十分注意しな
がら行ってください。写真＝対
策本部の看板を役場正面玄関に
設置する薄町長（左）と五十嵐
博文町民税務課長

N E W S ＆ T O P I C S

　

西
会
津
若
者
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
は
、「
地
域
を

も
っ
と
面
白
く
！
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
最
前
線
で
活
躍
す
る
講
師
を

お
招
き
し
、

講
演
会
と
ト

ー
ク
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時

　

第
２
回
・
３
月
９
日
（
金
）、

第
３
回
・
３
月
23
日
（
金
）
各
日

午
後
６
時
15
分
〜
８
時
15
分

◆
会
場

　

交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
２
階
・

研
修
交
流
室

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

 

商
工
観
光
課　

地
域
振
興
係

　

☎
45
―
２
２
１
３

「
お
招
き
し
た
い
！
」

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

＋
講
演
会
２
０
１
８

申し込みフォーム

第２回講師第２回講師

友廣  裕一友廣  裕一氏氏
一般社団法人つむぎや代表一般社団法人つむぎや代表

リソース・コーディネーターリソース・コーディネーター

３/９
（金）

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所
で
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
納
付
・
免
除
・

付
加
年
金
・
後
納
制
度
・
追
納
・

口
座
振
替
納
付
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
な
ど
、
国
民
年
金
に

関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

３
月
19
日
、
20
日
、
22
日
、
23

日
の
４
日
間
（
各
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
）

◆
会
場

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所
１
階
・

国
民
年
金
課
窓
口

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
２
―
27
―
５
３
２
１

　

温
泉
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
工
事
の
た
め
、
平
成
30
年
３
月

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
相
談
会

31
日
ま
で
温
泉
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
３
月
は
レ
ス
ト
ラ
ン

も
休
業
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
宿
泊

施
設
は
通
常
通
り
営
業
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

ロ
ー
タ
ス
イ
ン

　

☎
45
―
２
９
０
０

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
で
は

５
月
開
講
の
職
業
訓
練
の
訓
練
生

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設

見
学
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
生
募
集

◎ 

募
集
期
間　

３
月
19
日
（
月
）

〜
４
月
18
日
（
水
）

◎ 

募
集
訓
練
科　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ

コ
ー
ス
（
定
員
15
人
）

◎ 

訓
練
期
間　

５
月
８
日
〜
10
月

31
日
ま
で
の
６
か
月
間

◎ 

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
登
録
し
て
い
る
人
で
、
職

業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と

判
断
さ
れ
た
人

◎
受
講
料　

無
料

◎ 

選
考
日　

４
月
20
日
（
金
）
午

前
９
時
〜

◆
施
設
見
学
会

◎ 

日
時　

３
月
５
日
（
月
）、
12

日
（
月
）、
19
日
（
月
）、
26
日

（
月
）
各
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

◎ 

内
容　

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
に

加
え
、
新
た
な
技
能
習
得
の
た

め
の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
う
説
明
会
で
す
。
希

望
す
る
人
は
、
当
日
訓
練
体
験

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓

練
課

　

☎
０
２
４
２
―
26
―
０
５
２
０

　

県
内
で
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
に
は
応
対
せ
ず
、
交
番
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

ロ
ー
タ
ス
イ
ン
温
泉

施
設
・
レ
ス
ト
ラ
ン

休
館
の
お
知
ら
せ

訓
練
生
募
集
！
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

な
り
す
ま
し
詐
欺
に

注
意
‼
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佐藤 結
ゆい

飛
と

くん

（徳沢）
伊藤 暖

はる

馬
ま

くん

（西林東）
佐々木 奏

そう

太
た

くん

（森野）
井上 煌

こう

雅
が

くん

（森野）
西田 学

まな

斗
と

くん

（芝草）
鈴木 陽

はる

空
く

くん

（９町内２）

すごいな！むし歯のない子

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る

に
し
あ
い
づ
物
語
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
康
に
、
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に

い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
康
に
、
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

　

町
公
民
館
で
は
、
１
月
20
日
に
群
岡
地
区
、
27
日
に
尾
野
本
地
区
の
「
に
し
あ
い
づ
物
語
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

２
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
座
学
で
の
勉
強
会
だ
っ
た
１
回
目
の
「
に
し
あ
い
づ
物
語
講
座
」
と
は
趣
を
変
え
、

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
「
地
域
の
宝
」
で
あ
る
各
地
域

の
歴
史
や
文
化
財
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
運
動

な
ど
で
身
体
機
能
の
衰
え
を
予
防
、
回
復
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
「
元
気
だ
か
ら
、
介
護
予
防
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
」
と
思
っ
て
い
る
人
も

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
健
康
に
、
自

分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
高
齢
者
と
な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
中

高
年
の
う
ち
か
ら
の
介
護
予
防
が
大
切
で
す
。

20
日
の
群
岡
地
区
の
講
座
は
上

野
尻
の
西
光
寺
で
開
催
し
ま
し

た
。
住
職
の
岩
倉
剛
士
さ
ん
か
ら

西
光
寺
や
西
光
寺
に
ま
つ
わ
る
文

化
財
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
ほ

か
、
以
前
西
会
津
小
学
校
屋
敷
人

形
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
た
土
田

▲楮の皮をたたいて和紙の材料を作ります

▲ 屋敷人形芝居道具を使って
解説する土田愛唯さん

▲ 地区内外から大勢の参加者
が詰めかけました

群岡地区群岡地区
佐藤  泰さん佐藤  泰さん

▲ 一枚一枚丁寧に漉いて
いきます

▲ 漉いた紙は丁寧に重ね
ます

▲ 会場となった西光寺の
住職・岩倉さん

「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、町役場健康福祉課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

奥川元気クラブ（学習会）の様子奥川元気クラブ（学習会）の様子

１
月
17
日
、
３
歳
児
６
人

を
対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ

た
結
果
、
む
し
歯
が
あ
る
子

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

愛め

い唯
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
か

ら
は
、
当
時
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
実

際
に
屋
敷
人
形
芝
居
道
具
を
使
っ

た
人
形
の
動
か
し
方
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
歴
史
に

詳
し
い
佐
藤
泰
さ
ん
か
ら
上
野
尻

青
年
会
や
車
峠
に
関
す
る
話
を
聞

く
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
講
座

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、
西
光
寺
の

中
や
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

蒲
生
氏
郷
像
の
レ
プ
リ
カ
、
屋
敷

人
形
芝
居
道
具
の
見
学
会
が
行
わ

れ
、
話
に
聞
い
た
り
写
真
で
見
た

り
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
実
際

に
間
近
で
見
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
に
大
切
な

３
つ
の
習
慣

　

体
や
心
の
衰
え
を
予
防
・
回
復

す
る
た
め
に
は
、
次
の
３
つ
の
習

慣
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
活
動
的
に
暮
ら
す

②
運
動
な
ど
で
身
体
機
能
の
保

持
・
増
進
を
図
る

③
病
気
や
け
が
を
予
防
す
る

ま
ず
は
体
を
動
か
す

　

毎
日
少
し
の
時
間
で
い
い
の

で
、
積
極
的
に
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。
運
動
は
、
筋
肉
や
骨
だ

け
で
な
く
、
呼
吸
や
心
臓
に
も
良

い
影
響
を
与
え
ま
す
。
脳
や
神
経

を
よ
り
良
い
状
態
に
保
つ
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
食
事
も
お
い
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

一
人
よ
り
も
、

誰
か
と
一
緒
に

　

友
人
・
知
人
な
ど
と
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

奥
川
地
区
で
は
、
地
区
全
体
の

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
奥
川

み
ら
い
交
流
館
で
「
奥
川
元
気
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
介
護
予
防
活
動
を

週
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回

の
介
護
予
防
体
操
と
、
学
習
会
・

創
作
活
動
・
ゲ
ー
ム
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
週
替
わ
り
の
活

動
、
そ
し
て
終
了
後
に
は
お
茶
会

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
月
１
回
、

第
２
水
曜
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
の
協
力
の
も
と
昼
食
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
利
用
者
は
11

人
で
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
明
日
、

元
気
ク
ラ
ブ
が
あ
る
と

思
う
と
体
も
心
も
シ
ャ

キ
ッ
と
す
る
」「
週
１

回
、
仲
間
に
会
う
の
が

楽
し
み
」「
い
ろ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

家
に
ば
か
り
い
る
の
と

は
違
う
よ
」
な
ど
の
声

が
あ
り
、
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
活
動
す
る
こ
と

の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
協
力
員
の
皆

さ
ん
は
、「
利
用
者
の
方
が
楽
し

そ
う
に
参
加
す
る
様
子
に
、
自
分

た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
お
り
、
利
用
者
と

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
協
力
員

自
身
の
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
は
、
身
近
な
活
動
で

い
い
の
で
す
。
趣
味
の
ク
ラ
ブ
・

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
・
サ
ロ
ン
・
地

区
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
誰
か

と
一
緒
に
続
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

運
動
習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

健康支援係健康支援係
伊藤孝子保健師長伊藤孝子保健師長

27
日
の
尾
野
本
地
区
の
講
座
は

西
会
津
町
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー

で
、
か
つ
て
会
津
藩
御
用
紙
と
し

て
も
愛
用
さ
れ
て
い
た
出
ヶ
原
紙

の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に

和
紙
を
漉す

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

出
ヶ
原
紙
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
る
滝
澤
徹
也
さ
ん
を
講
師
に
、

紙
の
原
料
と
な
る
楮
こ
う
ぞ

の
皮
を
洗
っ

て
ご
み
を
取
り
、
叩
く
作
業
か
ら

始
め
ま
し
た
。
叩
い
て
作
っ
た
紙

の
材
料
か
ら
、
か
つ
て
一
般
的
に

用
い
ら
れ
て
い
た
小
判
サ
イ
ズ
の

紙
を
漉
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

厚
さ
や
繊
維
の
重
な
り
が
異
な
る

た
め
、
和
紙
の
表
情
は
一
つ
一
つ

違
い
、
自
分
だ
け
の
和
紙
が
作
れ

ま
す
。

　

本
年
度
最
後
と
な
る
「
に
し
あ

い
づ
物
語
講
座
」
で
は
、
出
ヶ
原

紙
に
つ
い
て
、
そ
し
て
手
漉
き
和

紙
の
製
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、「
に
し
あ
い
づ
物

語
講
座
」
や
「
出
前
講
座
」
な
ど

に
参
加
し
て
、
町
の
魅
力
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
の
宝
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
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◆作 品 名　新雪の朝

◆作品紹介　午前９時ごろ、今まで辺

りを覆っていた霧が静かに晴れていく

と、新雪が朝の光を受けてゆっくりと

輝き始めました。その神秘的な光景に

夢中でシャッターを何枚も切りまし

た。これも私の好きな１枚です。

　今月は、フォトクラブどんぐり・

薄さんの作品です。

　仕事やオフ会でフライト

しているドローン。裏磐梯・

檜原湖でのフライトで初め

て空撮してから、ハマりま

した。

　第４分団の中では

若い者同士、これか

らも頑張っていきま

しょう。

◆趣味は？

　映画鑑賞

◆自分を一言で表現すると？

　明るい

◆あなたのモットーは？

　笑顔を絶やさず、誠実に

◆最近感動したことは？

　 映画を見て感動しました

◆熱中していることは？

　毎月のドローンオフ会での

フライト、空撮

◆今後やってみたいことは？

　 また、海外旅行（グアム）

に行きたい

◆次の方を紹介してください

　Ｍ・Ｕさん（10 町内）

薄  定
さだ

雄
お

さん

佐藤  敬
たかし

さん  ［柴崎］

伊藤  徳
とくひろ

裕さん（２月号）から

町民ギャラリー

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　僕は将来、工業関係の職業に就きたいと

思っています。きっかけは、テレビ番組で「日

本の技術者はすごい」と耳にしたことでし

た。自分もそんな技術者の一人になりたいと

強く思い、この職業を目指すことに決めまし

た。まだ具体的な職種までは決まっていませ

んが、高校も工業系の学校に進学することが

決まり、自分のなりたい職業に向かって頑張

りたいと思っています。

◆努力していること――

　  　今は将来に向けて行っていることは特にあ

りません。しかし、高校でたくさんの資格を

取り、将来のために頑張りたいと思います。

◆未来の自分に一言――

　  　頑張っていますか。学んだことをフル活用

して、どんなことにもチャレンジしていきま

しょう。

　［３学年・学年委員］

佐久間  大
だい

地
ち

さん

聞いて！わたしの夢
■ まちの人口

　　　　 　２月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，５２９人　　 （－２９人）

男 　 　３，１５８人　　 （－１０人）

女 　 　３，３７１人　　 （－１９人）

世　帯　 　２，６８７世帯　　 （－　７世帯）

■ ご結婚おめでとう

八島　泰斗　　　　１町内

小瀧　真友　　　　大久保

長谷川　友美　　　縄　沢

安部　久美子　　　上野尻

■ お悔やみ申し上げます

渡部　忠昭　（73）　忠寛　 父 　１町内

鈴木　ミツ子（85）　義孝　 母 　１町内

長谷川千惠子（84）　成男　 母 　１町内

鈴木　理市　（92）二瓶 二三男 父 　６町内

本間　哲衛　（79）　 博 　 父 　７町内

根本　誠二　（91）　芳朗　 父 　９町内１

丹藤　ハツ　（95）上野 榮子 母 　９町内２

山崎　義喜知（91）　正由　 父 　10町内

髙橋　征子　（77）　玄弘　 妻 　芝草

江川　サク子（70）　文男　 妻 　牧

平野　久美子（62）　良二　 妻 　安座

野原　キミエ（97）　光次　 母 　上小島

土田　芳子　（88）　欣一　 妻 　上野尻

雅樂川　武　（86）　寿和　 父 　宝川

五十嵐　弘子（83）　 昭 　 母 　滝坂

平野　文雄　（85）　秀儀　 父 　柴崎

矢部　スミ子（88）　庄衛　 母 　向原

矢部　賢二　（86）　正夫　 父 　中ノ沢

佐藤　榮吾　（79）　眞由美　 父 　極入

小椋　アイ子（83）　健一　 母 　弥生

玉木　キクエ（93）　春男　 母 　小綱木

戸籍の窓口   
（１月受け付け分）
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　砥石は、刃物を使う人にとっては無くてはならな

いものです。特に草刈り作業は、昭和30年代まで

は鎌を使っていたので、すべての農家で砥石は必需

品でした。現在では、農作業や大工作業などの機械

化が進み、砥石を使うことは少なくなりました。

　この砥石の山元（採掘場）が安座にありました。

安座の地層の多くは緑
りょくしょくぎょうかいがん

色凝灰岩であり、その中の砥

石層と呼ばれる岩の中から良質の石を採掘するの

で、場所は限られていました。砥石の山元は、上安

座からさらに山道を２㌖ほど登った標高５７０㍍付

近の岩山で、面積は約2㌶の地域でした。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その11その11

安座の砥
と

石づくり

広報にしあいづ №713　平成30年３月号
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この広報紙は、環境に優しい
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文：長谷川  隆
たか

夫
お

さん

↑砥石の採掘場での作業の様子（昭和 30 年代ごろ）

↑ 砥石の採掘跡

今  
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紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
雪
国
ま
つ
り

の
初
日
に
行
わ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ス

テ
ー
ジ
か
ら
。
辺
り
が
暗
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な
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、

気
温
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と
下
が
り
始
め
た
午

後
６
時
過
ぎ
、
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今
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り
上
が
っ
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津
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す
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ち
な
み
に
、
こ
の
２
日
間
で
私

が
撮
影
し
た
写
真
は
な
ん
と
１
１

８
６
枚
！
そ
の
う
ち
広
報
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に
使

用
し
た
枚
数
は
38
枚
…
。
実
に
１

１
４
８
枚
も
の
写
真
が
お
蔵
入
り

な
ん
で
す
。
で
も
、
良
さ
そ
う
な

写
真
は
い
つ
も
数
枚
な
の
で
、
こ

の
く
ら
い
撮
ら
な
い
と
心
配
で
心

配
で
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え
っ
？ 

も
っ
と
必
要
？

心
配
性
の
カ
メ
ラ
小
僧　

長
谷
川 

祐
一

大倉山大倉山

磐越自動車道磐越自動車道

砥石採掘場砥石採掘場

安座安座

　出荷工程としては、地山岩盤から原石を切り出し、一定の大きさに加工

したものを一次集積所（荷馬車の使えるところ）まで運搬、そこから加工

場へ運んで製品にし、貨車で問屋へ出荷しました。山元から一次集積所ま

での約１.５㌖は、土そり（山道に木を並べてそりを走らせるもの）と途

中の河床部分は人力で運びました。後にこの区間は索道（鉄索）を架設し

ました。一次集積所からは荷馬車でそれぞれの加工場まで運びました。

　砥石の採掘は、昭和10年頃石川勝吉氏が山元付近で鎌用砥石を作り始

め、野沢・尾野本地域の農家に販売していました。自治区の記録によれ

ば、野沢町の宮口七平氏が昭和11年から10年間の契約で採掘を始め、そ

の後、安座の石川勝吉氏、佐川一氏、斎藤要氏、野沢の渡部氏、小柳氏、

阿部氏などが採掘を継続し、平成７年に石川吉
よしとし

年氏が高齢のため採掘をや

めたことで、安座の約60年に及ぶ砥石採掘の歴史は幕を閉じたとありま

す。（一部石川吉年氏からの聞き取り）
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